
THE  TOKEIKOUGEI  SHIMBUN第第２５６９号（１） 令和８年（２０２６年）４月５日
昭和 21 年１２月２０日第三種郵便物認可 ・ ５日 ・ ２０日発行 ・ 購読料１カ年送料共 11,000 円
・ 一部３３０円 ・ 海外購読料１カ年送料共航空便３万円～３万８千円 （地域により異なる）

・ 価格は店頭渡しグラム当たり小売価格 （消費税込み）
・ 外国為替相場は米 1 ドル （午後５時現在の銀行間、 中心相場）

３月18日㈬

19日㈭
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26日㈭

27日㈮

30日㈪

31日㈫

４月１日㈬

２日㈭
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11,797〃

10,908〃

10,748〃

11,184〃

11,155〃

10,476〃

10,622〃

10,883〃

11,319〃

11,255〃

458.48円

443.41〃

391.38〃
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429.77〃
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159.12円
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貴金属地金相場旬報
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時計工藝新聞の
購読と広告掲載
のお申し込みは

☎０３-３５０１-９７２７

28,299円

27,575〃

25,197〃

24,777〃

25,697〃

25,715〃

24,919〃

25,461〃

25,732〃

26,645〃

27,065〃

宝
石
と
の

６
月
10
日『
時
の
記
念
日
』を
祝
日
に
‼　

時
計
工
藝
新
聞
社
は
提
唱
し
て
い
ま
す
６
月
10
日
の
「
時
の
記
念
日
」
は
、
大
正
９
年
（
１
９
２
０
年
）
に
制
定
さ
れ
た
歴
史
あ
る
記
念
日
で
あ
る
。
ま
た
、
近
年
ま
で
、
祝
日
の
な
い
月
は
６
月
だ
け
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
時
計
工
藝
新
聞
社
で
は
、
長
年
〝
時
の
記
念
日
を
祝
日
に
〟
を
提
唱
し
て
い
る
。

（旧 石福ジュエリーパーツ株式会社）

〒110-0005 東京都台東区上野 5 丁目 22 番 6 号 御徒町みきビル

ＴＥＬ ０３-３８３２-５２４１ ＦＡＸ ０３-３８３６-２０６３

パーツカタログVol.16

ハンドツールカタログ

種類豊富

全 7,000 アイテム

・宝飾品パーツ

・地金各種

・材料 他

ハンドツール関係

充実しています

　W
ORLD  OPTICAL  FA

IR

会
期
初
日
の
４
月
21
日
に
、

多
く
の
メ
デ
ィ
ア
で
活
躍
す

る
、
眼
鏡
ラ
イ
タ
ー
・
伊
藤
美

玲
氏
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
、
Ｗ
Ｏ

Ｆ
公
式
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
を
含
む

３
人
に
よ
る
、
ト
ー
ク
セ
ッ
シ

ョ
ン
の
開
催
が
決
定
。

　TOKYO  EYEW
EAR  A

W
ARD

の
見
ど
こ
ろ
や
、２
０

２
６
年
の
ア
イ
ウ
ェ
ア
ト
レ
ン

ド
に
つ
い
て
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ

ョ
ナ
ル
な
ら
で
は
の
視
点
で
深

掘
り
す
る
。

　
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
午
後

に
２
回
開
催
予
定
。
来
場
者
が

今
年
の
動
向
を
い
ち
早
く
キ
ャ

ッ
チ
で
き
る
、
注
目
の
ス
ペ
シ

ャ
ル
イ
ベ
ン
ト
だ
。

会
期
：
４
月
21
日
（
火
）
９
時
30
分
～
18
時

　
　
　
４
月
22
日
（
水
）
９
時
30
分
～
17
時

会
場
：
東
京
都
立
産
業
貿
易
セ
ン
タ
ー
（
浜
松
町
館
）

　
３
・
４
階
展
示
室
全
室
　
東
京
都
港
区
海
岸
１
‐
７
‐
１

【ＳＮＳ一般投票】
・投票期間
　３月１９日（木）～
　４月２２日（水）
・投票方法
　①「WORL DOPTICAL 
FAIR」公式 Instagram を
フォロー
　②記載の QR コードから
投票フォームへアクセス

【WOF来場者投票】
・投票期間
　４月２１日（火）～４月２２日（水）
・投票方法
　①会場内に設置の QR コードから投票フォ
ームへアクセス【アワード投票フォーム】

　
そ
の
後
、
卒
業
証
書
授
与
、

成
績
優
秀
者
表
彰
、
来
賓
・
理

事
紹
介
、
来
賓
祝
辞
と
続
き
、

祝
辞
は
同
校
の
前
身
・
日
本
眼

鏡
専
門
学
校
の
卒
業
生
で
あ
る

白
山
聡
一
氏
が
務
め
た
。
白
山

氏
は
「
メ
ガ
ネ
は
見
る
た
め
の

道
具
だ
け
で
は
な
く
、
生
活
を

支
え
る
も
の
。
ど
こ
ま
で
お
客

さ
ま
に
寄
り
添
う
か
、
そ
の
姿

勢
の
深
さ
が
価
値
の
裏
返
し
と

な
る
。
選
ば
れ
る
技
能
士
が
増

え
る
こ
と
で
、
業
界
全
体
が
価

値
あ
る
も
の
に
昇
華
さ
れ
る
」

と
後
進
た
ち
へ
期
待
を
か
け

た
。

　
引
き
続
い
て
、在
校
生
送
辞
、

卒
業
生
答
辞
が
行
わ
れ
た
。
答

辞
を
述
べ
た
卒
業
生
代
表
の
秋

田
由
麻
さ
ん
は
「
見
え
る
と
い

う
本
質
の
意
味
を
知
る
こ
と
が

で
き
た
。
尊
さ
と
思
い
や
り
を

も
っ
て
、
１
本
で
も
質
の
高
い

メ
ガ
ネ
を
送
り
出
せ
る
よ
う
に

努
め
て
い
く
」
と
、
ま
す
ま
す

の
飛
躍
を
誓
っ
た
。

　
そ
し
て
最
後
に
閉
式
の
辞
が

述
べ
ら
れ
、無
事
に
閉
式
し
た
。

　
東
京
眼
鏡
専
門
学
校
（
東
京

都
新
宿
区
）は
、３
月
24
日（
火
）

に
２
０
２
５
年
度
卒
業
証
書
授

与
式
を
挙
行
し
た
。

　
開
式
の
辞
に
続
き
、
魚
里
博

校
長
よ
り
式
辞
が
述
べ
ら
れ

「
近
年
の
日
本
の
超
高
齢
化
社

会
に
お
い
て
、
眼
鏡
関
連
の
仕

事
は
必
須
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で

に
１
万
人
以
上
の
眼
鏡
作
製
技

能
士
が
誕
生
し
て
お
り
、
皆
さ

ん
も
後
に
続
け
る
よ
う
更
な
る

高
み
を
目
指
し
て
ほ
し
い
」
と

巣
立
つ
卒
業
生
た
ち
を
激
励
し

た
。

　
続
い
て
風
早
昭
正
理
事
長
よ

り
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
、
武
田
信

玄
の
格
言
〝
一
生
懸
命
だ
と
知

恵
が
出
る
。 

中
途
半
端
だ
と

愚
痴
が
出
る
。 

い
い
加
減
だ

と
言
い
訳
が
出
る
。〟
を
、
は

な
む
け
の
言
葉
と
し
「
プ
ラ
ス

発
想
を
し
て
い
け
ば
道
は
開
け

る
。
ぜ
ひ
国
家
検
定
資
格
を
取

得
し
、
合
格
し
て
第
５
期
生
と

な
っ
て
ほ
し
い
」
と
エ
ー
ル
を

送
っ
た
。

①
②
③
④
⑤
⑥

⑦
⑧
⑨
⑩
⑪
⑫

⑰
⑱
⑲
⑳
㉑
㉒

⑬
⑭
⑮
⑯

㉓
㉔
㉕
㉖

　
４
月
21
日
（
火
）・
22
日
（
水
）
に
、
東
京
眼
鏡
卸

協
同
組
合
主
催
で
開
催
さ
れ
る
ア
イ
ウ
ェ
ア
展
示
会

「W
ORLD OPTICAL FAIR

）」
の
目
玉
企
画
で
あ

る
、「TOKYO EYEW

EAR AW
ARD 2026

」
の

ノ
ミ
ネ
ー
ト
全
26
製
品
が
決
定
し
た
。

　
同
ア
ワ
ー
ド
は
、「
来
場
者
投
票
（
プ
ロ
視
点
）」
と
、

「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
投
票
（
一
般
ユ
ー
ザ
ー
視
点
）」
を
掛
け
合
わ

せ
た
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
“
公
開
型
ア
ワ
ー
ド
”
を
目

指
し
て
新
設
さ
れ
た
。
ア
イ
ウ
ェ
ア
に
対
す
る
多
様
な

価
値
観
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
た
、「
み
ん
な
で
選
ぶ

ア
ワ
ー
ド
」
と
し
て
大
き
な
注
目
を
集
め
て
い
る
。

W
O

RLD
 O

PT
IC

A
L FA

IR

開
催
概
要

「TOKYO EYEWEAR AWARD2026」
投票について

ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト

伊
藤
美
玲
氏

Ｗ
Ｏ
Ｆ
公
式
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
眼

鏡
伝
道
師
Ｓ
Ａ
Ｙ
Ａ
Ｋ
Ａ
さ
ん

（
左
）
／
中
村
優
花
さ
ん
（
右
）

TOKYO EYEWEAR AWARD２０２６

白
山
氏
が

来
賓
祝
辞

魚
里
校
長

風
早
理
事
長

技
能
士
が
増
え
る
こ
と
で
業
界
が
昇
華

眼
鏡
作
製
技
能
士
を
目
指
し
更
な
る
高
み
へ

武
田
信
玄
の
格
言
送
り
国
家
資
格
取
得
期
待

Ｗ
Ｏ
Ｆ
初
日
に
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン

ノ
ミ
ネ
ー
ト
全
26
製
品
が
決
定

来
場
者
投
票
プ
ラ
ス
Ｓ
Ｎ
Ｓ

投
票
の
公
開
型
ア
ワ
ー
ド
！

プロの審美眼と一般ユーザーの共感で選ぶ

ＷＯＦの
目玉企画東京眼鏡専門学校

２０２５年度卒業証書授与式

25
年
度
の
卒
業
式
の
様
子

アイウェアデザイン部門

MADE IN JAPN 部門

ラグジュアリー部門

①

⑦

④

⑩

⑳

②

⑧

⑱

⑤

⑪

㉑

③

⑨

アクセサリー部門

㉓

㉔

㉕

㉖

⑲

⑥

⑫

キッズ部門

⑬

⑭

⑮

⑯

㉒

魚里校長白山聡一氏風早理事長

⑰

４月２１日、２２日開催

（製品名の〇数字＝写真の〇数字）



第２５６９号 令和８年（２０２６年）４月５日 （２）（第三種郵便物認可）

【機密性２】

独立行政法人 造幣局
単位：個

前 年 度 本 年 度 前年比(％) 前 年 度 本 年 度 前年比(％)

指輪 141 48 34.0% 1,818 1,278 70.3%

ﾈｯｸﾚｽ 3,172 3,067 96.7% 44,138 35,955 81.5%

ﾌﾞﾚｽﾚｯﾄ 381 930 244.1% 9,771 8,495 86.9%

その他 283 465 164.3% 2,574 4,638 180.2%

計 3,977 4,510 113.4% 58,301 50,366 86.4%

指輪 298 90 30.2% 2,232 1,773 79.4%

ﾈｯｸﾚｽ 12,758 14,951 117.2% 152,976 148,453 97.0%

ﾌﾞﾚｽﾚｯﾄ 4,002 4,485 112.1% 42,095 50,475 119.9%

その他 5,761 6,450 112.0% 48,694 55,851 114.7%

計 22,819 25,976 113.8% 245,997 256,552 104.3%

指輪 0 0 － 58 44 75.9%

ﾈｯｸﾚｽ 0 0 － 18 48 266.7%

ﾌﾞﾚｽﾚｯﾄ 0 0 － 0 0 －

その他※ 670 1,236 184.5% 15,928 12,031 75.5%

計 670 1,236 184.5% 16,004 12,123 75.7%

指輪 0 0 － 174 27 15.5%

ﾈｯｸﾚｽ 0 10 － 949 381 40.1%

ﾌﾞﾚｽﾚｯﾄ 20 0 － 306 183 59.8%

その他 0 0 － 0 0 －

計 20 10 50.0% 1,429 591 41.4%

指輪 439 138 31.4% 4,282 3,122 72.9%

ﾈｯｸﾚｽ 15,930 18,028 113.2% 198,081 184,837 93.3%

ﾌﾞﾚｽﾚｯﾄ 4,403 5,415 123.0% 52,172 59,153 113.4%

その他 6,714 8,151 121.4% 67,196 72,520 107.9%

計 27,486 31,732 115.4% 321,731 319,632 99.3%

※銀製品（その他）の詳細

前 年 度 本 年 度 前年比(％) 前 年 度 本 年 度 前年比(％)

メダル 121 278 229.8% 1,231 2,046 166.2%

盃 256 91 35.5% 10,642 3,218 30.2%

バッジ 137 240 175.2% 1,109 2,096 189.0%

その他 156 627 401.9% 2,946 4,671 158.6%

計 670 1,236 184.5% 15,928 12,031 75.5%

地  金 種  類
対前年度同月受付実績比較 対前年度受付実績累計比較

銀製品
（その他）

白金製品

金製品
(WG含む)

コンビ製品

合　計

銀製品

貴金属製品の品位証明受付状況
（令和8年2月)

地  金 種  類
対前年度同月受付実績比較 対前年度受付実績累計比較

【機密性２】

独立行政法人 造幣局
単位：個

前 年 度 本 年 度 前年比(％) 前 年 度 本 年 度 前年比(％)

指輪 141 48 34.0% 1,818 1,278 70.3%

ﾈｯｸﾚｽ 3,172 3,067 96.7% 44,138 35,955 81.5%

ﾌﾞﾚｽﾚｯﾄ 381 930 244.1% 9,771 8,495 86.9%

その他 283 465 164.3% 2,574 4,638 180.2%

計 3,977 4,510 113.4% 58,301 50,366 86.4%

指輪 298 90 30.2% 2,232 1,773 79.4%

ﾈｯｸﾚｽ 12,758 14,951 117.2% 152,976 148,453 97.0%

ﾌﾞﾚｽﾚｯﾄ 4,002 4,485 112.1% 42,095 50,475 119.9%

その他 5,761 6,450 112.0% 48,694 55,851 114.7%

計 22,819 25,976 113.8% 245,997 256,552 104.3%

指輪 0 0 － 58 44 75.9%

ﾈｯｸﾚｽ 0 0 － 18 48 266.7%

ﾌﾞﾚｽﾚｯﾄ 0 0 － 0 0 －

その他※ 670 1,236 184.5% 15,928 12,031 75.5%

計 670 1,236 184.5% 16,004 12,123 75.7%

指輪 0 0 － 174 27 15.5%

ﾈｯｸﾚｽ 0 10 － 949 381 40.1%

ﾌﾞﾚｽﾚｯﾄ 20 0 － 306 183 59.8%

その他 0 0 － 0 0 －

計 20 10 50.0% 1,429 591 41.4%

指輪 439 138 31.4% 4,282 3,122 72.9%

ﾈｯｸﾚｽ 15,930 18,028 113.2% 198,081 184,837 93.3%

ﾌﾞﾚｽﾚｯﾄ 4,403 5,415 123.0% 52,172 59,153 113.4%

その他 6,714 8,151 121.4% 67,196 72,520 107.9%

計 27,486 31,732 115.4% 321,731 319,632 99.3%

※銀製品（その他）の詳細

前 年 度 本 年 度 前年比(％) 前 年 度 本 年 度 前年比(％)

メダル 121 278 229.8% 1,231 2,046 166.2%

盃 256 91 35.5% 10,642 3,218 30.2%

バッジ 137 240 175.2% 1,109 2,096 189.0%

その他 156 627 401.9% 2,946 4,671 158.6%

計 670 1,236 184.5% 15,928 12,031 75.5%

地  金 種  類
対前年度同月受付実績比較 対前年度受付実績累計比較

銀製品
（その他）

白金製品

金製品
(WG含む)

コンビ製品

合　計

銀製品

貴金属製品の品位証明受付状況
（令和8年2月)

地  金 種  類
対前年度同月受付実績比較 対前年度受付実績累計比較

　
２
月
27
日
（
金
）
～
３
月
２

日
（
月
）
に
大
阪
市
で
第
33
回

技
能
グ
ラ
ン
プ
リ
が
開
催
さ
れ

た
。
今
大
会
は
30
職
種
の
競
技

に
約
４
３
０
人
の
選
手
が
参
加

し
た
。

　
ジ
ュ
エ
リ
ー
製
作
の
競
技
で

あ
る
「
貴
金
属
装
身
具
」
職
種

は
、
イ
ン
テ
ッ
ク
ス
大
阪
で
競

技
が
行
わ
れ
、９
人
が
参
加
し
、

最
終
日
の
２
日
に
成
績
発
表
と

閉
会
式
が
行
わ
れ
た
。

　【
競
技
課
題
】　
　

　
支
給
さ
れ
た
Ｋ
18
と
Pt
９
０

０
地
金
等
を
使
用
し
て
製
作
す

る
。

　
競
技
課
題
：
ペ
ン
ダ
ン
ト

　
競
技
時
間
：
10
時
間
（
１
日

目
７
時
間
、
２
日
目
３
時
間
）

　
今
回
の
課
題
は
Ｋ
18
と
Pt
９

０
０
の
コ
ン
ビ
で
、
合
成
サ
フ

ァ
イ
ア
を
石
留
め
す
る
羽
モ
チ

ー
フ
の
デ
ザ
イ
ン
。
左
右
対
称

の
寸
法
精
度
と
、
自
然
で
抑
揚

の
あ
る
羽
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る

表
現
力
が
必
要
で
、
技
術
力
と

共
に
セ
ン
ス
も
要
求
さ
れ
る
。

　【
入
賞
者
】
金
賞
＝
田
坂
晃

弘
（
神
奈
川
県
、
ｔ
ｅ
ｎ
ｔ
ｏ

ｓ
ｅ
ｎ
ｔ
ｏ
）、
銀
賞
＝
菅
田

里
志
（
東
京
都
、
㈱
ミ
キ
モ
ト

装
身
具
）、銅
賞
＝
坂
田
幸
（
東

京
都
、
㈱
ミ
キ
モ
ト
装
身
具
）、

敢
闘
賞
＝
盛
井
克
己（
兵
庫
県
、

㈲
ジ
ュ
エ
ル
神
戸
）

　
な
お
、
競
技
委
員
と
し
て
Ｊ

Ｊ
Ａ
か
ら
は
岡
内
太
郎
氏
（
主

査
・
Ｊ
Ｊ
Ａ
技
能
者
育
成
支
援

委
員
・
㈲
岡
内
錺
飾
）、
吉
澤

崇
幸
氏
（
同
委
員
・
㈱
リ
フ

ー
ル
）、
片
桐
毅
幸
氏
（
㈱
ミ

キ
モ
ト
装
身
具
）、
丸
川
正
剛

氏
（ARTE M

ODO

）、
内
田

岳
志
氏
（
エ
ン
ゼ
ル
リ
ン
グ
）、

運
営
委
員
と
し
て
早
坂
剛
氏

（
早
坂
工
芸
社
）
が
就
任
し
、

大
会
運
営
に
協
力
し
た
。

　
ま
た
、
Ｊ
Ｊ
Ａ
で
は
、「
も

の
づ
く
り
」
に
対
す
る
関
心
を

高
め
、
技
能
大
会
へ
の
参
加
者

を
増
や
し
、
ひ
い
て
は
日
本
の

ジ
ュ
エ
リ
ー
の
品
質
を
維
持
向

上
さ
せ
る
為
、
表
彰
制
度
を
設

け
て
い
る
。
上
位
入
賞
者（
金
・

銀
・
銅
賞
）
に
は
報
奨
金
を
授

与
す
る
。

　
宝
飾
・
時
計
・
メ
ガ
ネ
、
き

も
の
、
寝
具
に
特
化
し
た
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
・
企
画
広
告
会
社

㈱
Ｐ
Ｒ
現
代
（
東
京
・
日
本
橋
）

は
、
主
宰
す
る
宝
飾
小
売
業
経

営
者
が
集
う
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

研
究
会
「
Ｊ
Ｍ
Ｇ
（
ジ
ュ
エ
ラ

ー
ズ
・
マ
イ
ン
ド
グ
ル
ー
プ
）

夏
の
定
例
研
究
会
・
宝
飾
店
経

営
者
の
た
め
の
Ａ
Ｉ
実
務
セ
ミ

ナ
ー
」
を
６
月
10
日
（
水
）
に

開
催
す
る
。

　
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
数
値
分

析
、
画
像
生
成
、
資
料
作
成
…

効
率
ア
ッ
プ
の
Ａ
Ｉ
活
用
ス
キ

ル
を
学
ぼ
う
！
」。
㈱
Ｐ
Ｒ
現

代
取
締
役
Ｃ
Ｍ
Ｏ
の
神
山
有
史

氏
（
写
真
）
が
、
数
値
分
析
、

画
像
生
成
、
資
料
作
成
な
ど
宝

飾
店
経
営
者
や
幹
部
に
必
要
不

可
欠
と
な
っ
て
い
る
Ａ
Ｉ
活
用

ス
キ
ル
を
紹
介
す
る
。

　
セ
ミ
ナ
ー
の
後
は
、
質
疑
応

答
・
意
見
交
換
会
も
行
う
。
多

く
の
き
も
の
専
門
店
で
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
実
績
を
残
す
同
氏

が
、
宝
飾
店
向
け
の
業
務
効
率

ア
ッ
プ
の
実
践
的
な
ス
キ
ル
を

紹
介
す
る
。

　
◆
主
な
セ
ミ
ナ
ー
内
容

　
◯
巷
を
騒
が
し
て
い
る
Ａ

Ｉ
、
実
際
何
が
で
き
る
の
？

　
◯
今
さ
ら
聞
け
な
いChat

GPT

、Gem
ini

の
基
本
的
な

使
い
方

　
◯
〈
画
像
生
成
〉
信
じ
ら
れ

な
い
レ
ベ
ル
の
画
像
が
誰
で
も

作
れ
る
！
こ
ん
な
画
像
が
欲
し

か
っ
た
！

　（
ワ
ー
ク
タ
イ
ム
）

　
◯
〈
数
値
分
析
〉
こ
ん
な
傾

生
成
！
伝
え
た
い
情
報
を
わ
か

り
や
す
く
！
情
報
の
共
有
化
も

楽
々
生
成

　
日
時
：
６
月
10
日
（
水
）
13

時
30
分
～
17
時
30
分
（
開
催
後

懇
親
会
あ
り
）

　
会
場
：
日
本
ジ
ュ
エ
リ
ー
協

会
「
中
会
議
室
」

　
対
象
：
全
国
の
宝
飾
小
売
店

（
商
圏
に
よ
り
参
加
で
き
な
い

場
合
あ
り
。
詳
し
く
は
問
い
合

わ
せ
）

　
◆
事
前
申
込
制
で
Ｊ
Ｍ
Ｇ
メ

ン
バ
ー
は
１
社
３
人
ま
で
参
加

無
料
。
一
般
は
１
社
１
万
１
０

０
０
円
（
税
込
・
２
人
ま
で
参

加
可
能
）。

　
プ
ラ
チ
ナ･

ギ
ル
ド･

イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
㈱
（
東
京
都

千
代
田
区
内
幸
町
、
ハ
ン
キ
ン

ソ
ン
尚
子
代
表
取
締
役
社
長
＝

Ｐ
Ｇ
Ｉ
）
で
は
、
プ
ラ
チ
ナ

･

ジ
ュ
エ
リ
ー
の
販
売
に
携
わ

る
方
々
を
対
象
と
し
た
無
料
の

セ
ミ
ナ
ー
を
毎
年
５
月
に
実
施

し
、
好
評
を
博
し
て
い
る
。
今

年
は
東
京
と
大
阪
の
主
要
都
市

で
開
催
す
る
。

　
Ｐ
Ｇ
Ｉ
の
活
動
の
中
で
も
、

販
売
員
教
育
は
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
き
た
。

　
特
に
こ
の
「
プ
ラ
チ
ナ
・
ベ

ー
シ
ッ
ク
セ
ミ
ナ
ー
」
は
、
プ

ラ
チ
ナ
の
正
し
い
知
識
を
誰
で

も
簡
単
に
学
べ
る
場
と
し
て
、

長
年
に
わ
た
り
提
供
し
て
い
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
。
宝
飾
店
は
じ
め

広
く
宝
飾
業
界
の
方
々
を
対
象

と
し
、
新
入
社
員
か
ら
ベ
テ
ラ

ン
の
ス
タ
ッ
フ
ま
で
、
何
人
で

も
気
軽
に
参
加
で
き
る
短
時
間

の
セ
ミ
ナ
ー
。

　
社
会
情
勢
の
変
化
や
さ
ま
ざ

ま
な
不
安
を
背
景
に
貴
金
属
に

注
目
が
集
ま
る
現
在
、
貴
金
属

ジ
ュ
エ
リ
ー
に
対
す
る
一
般
消

費
者
の
関
心
も
高
ま
り
、
販
売

側
に
は
、
貴
金
属
素
材
の
価
値

や
特
性
の
正
確
な
知
識
が
一
層

求
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
プ

ラ
チ
ナ
・
ジ
ュ
エ
リ
ー
の
販
売

に
は
、
そ
れ
ら
の
情
報
提
供
に

加
え
て
情
緒
的
価
値
の
共
有
が

必
須
で
あ
り
、
ジ
ュ
エ
リ
ー
を

手
に
す
る
人
の
満
足
感
や
高
揚

感
を
引
き
出
す
こ
と
こ
そ
が
重

要
。

　
同
セ
ミ
ナ
ー
は
、プ
ラ
チ
ナ
・

ジ
ュ
エ
リ
ー
の
販
売
力
向
上
の

た
め
の
実
践
的
な
学
び
に
注
力

し
て
い
る
。
知
識
の
習
得
に
加

え
、
宝
飾
販
売
の
課
題
を
共
有

す
る
ひ
と
つ
の
機
会
と
捉
え
、

有
効
に
活
用
し
て
ほ
し
い
と
考

え
て
い
る
。

　
　
♢
　
　
◇
　
　
◇

　〈
セ
ミ
ナ
ー
概
要
は
以
下
の

通
り
〉

　「
プ
ラ
チ
ナ･

ベ
ー
シ
ッ
ク

セ
ミ
ナ
ー
２
０
２
６
」 

実
施
概

要　
セ
ミ
ナ
ー
内
容
：
①
プ
ラ
チ

ナ
の
基
礎
知
識
②
セ
ー
ル
ス
ト

ー
ク
実
習（
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
）

　
会
場
・
日
時
：【
東
京
】
５

月
19
日
（
火
）
午
前
の
部
／
10

時
～
12
時
30
分
、
午
後
の
部
／

14
時
～
16
時
30
分
第
一
ホ
テ
ル

東
京
【
大
阪
】
５
月
22
日 （
金
）

９
時
30
分
～
12
時
ハ
ー
ビ
ス
Ｏ

Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ

　
参
加
費
：
無
料

　
申
込
み
：
申
込
み
受
付
は
オ

ン
ラ
イ
ン
で
。https://pgitr

ade.com
/sem

inar/

　
申
込
受
付
期
間
：
４
月
１
日

（
火
）
～
５
月
８
日
（
金
）　

　
※
期
日
前
で
も
、
各
会
場
定

員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
と
な

る
。

　
プ
ラ
チ
ナ
・
ジ
ュ
エ
リ
ー
の

国
際
的
広
報
機
関
で
あ
る
プ
ラ

チ
ナ
・
ギ
ル
ド
・
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
㈱
が
、
国
内
の
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
ジ
ュ
エ
リ
ー
ブ
ラ
ン

ド
４
社
と
共
同
す
る
プ
ラ
チ

ナ
・
ジ
ュ
エ
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド「
プ

ラ
チ
ナ
・
ウ
ー
マ
ン
」
は
、
４

℃
、
ヴ
ァ
ン
ド
ー
ム
青
山
、
ギ

ン
ザ
タ
ナ
カ
、
ポ
ン
テ
ヴ
ェ
キ

オ
か
ら
、
華
や
か
な
季
節
に
相

応
し
い
、
今
旬
の
洗
練
さ
れ
た

デ
ザ
イ
ン
が
揃
う
、
計
17
点
の

新
商
品
を
発
売
す
る
。

　
今
回
の
新
商
品
も
10
万
円
以

内
の
も
の
も
含
む
、
手
の
届
き

や
す
い
価
格
帯
で
用
意
。
４
℃

か
ら
は
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
な
し

ず
く
モ
チ
ー
フ
の
シ
リ
ー
ズ

や
、
ヴ
ァ
ン
ド
ー
ム
青
山
か
ら

光
が
放
射
状
に
広
が
る
瞬
間
を

形
に
し
た
プ
ラ
チ
ナ
×
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
の
ネ
ッ
ク
レ
ス
と
ピ
ア

ス
、
ギ
ン
ザ
タ
ナ
カ
か
ら
は
有

機
的
な
テ
ク
ス
チ
ャ
ー
と
鏡
面

の
滑
ら
か
な
美
し
さ
、
２
種
類

の
サ
ー
ク
ル
モ
チ
ー
フ
が
連
な

る
ジ
ュ
エ
リ
ー
、
ポ
ン
テ
ヴ
ェ

キ
オ
か
ら
は
ハ
ニ
カ
ム
構
造
の

ミ
ツ
バ
チ
の
巣
や
ク
ロ
ス
モ
チ

ー
フ
の
ジ
ュ
エ
リ
ー
な
ど
が
登

場
す
る
。

　
純
粋
で
、
希
少
な
プ
ラ
チ
ナ

は
、
変
質
・
変
色
の
心
配
が
な

く
、
そ
の
白
い
輝
き
が
ず
っ
と

変
わ
ら
な
い
た
め
、
特
別
な
シ

ー
ン
だ
け
で
な
く
、
毎
日
お
守

り
の
よ
う
に
身
に
着
け
ら
れ

る
。
プ
ラ
チ
ナ
・
ウ
ー
マ
ン
は
、

各
社
の
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ

と
店
頭
で
購
入
可
能
。

　
ま
た
、
新
商
品
の
発
売
に
あ

わ
せ
て
、
昨
年
に
引
き
続
き
ブ

ラ
ン
ド
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
を
務
め

る
女
優
の
小
芝
風
花
さ
ん
（
写

真
）
が
出
演
す
る
オ
リ
ジ
ナ
ル

ム
ー
ビ
ー
の
配
信
を
開
始
す

る
。

ジュエリー製作競技
「貴金属装身具」職種 金賞は田坂晃弘さ　

　ん

第３３回技能グランプリ結果

30
職
種
競
技
に
約
430
人
が
参
加

プ
ラ
チ
ナ
・
ジ
ュ
エ
リ
ー
の

販
売
力
向
上
の
実
践
的
学
び

新
人
か
ら
ベ
テ
ラ
ン
ま
で
気
軽
に
参
加
を

プ
ラ
チ
ナ
・
ジ
ュ
エ
リ
ー
の

販
売
力
向
上
の
実
践
的
学
び

６
月
10
日 

Ｐ
Ｒ
現
代
の
神
山
有
史
取
締
役
Ｃ
Ｍ
Ｏ
が
講
義

宝
飾
店
経
営
者
の
た
め
の

　
㈱
Ｙ
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｏ
　
Ｇ
Ｏ
Ｌ

Ｄ
は
、
こ
れ
ま
で
、
多
く
の
乳

歯
は
「
抜
け
た
ら
役
目
を
終
え

る
も
の
」
と
し
て
扱
わ
れ
て
き

た
が
、そ
の
価
値
を
再
定
義
し
、

２
０
２
６
年
４
月
１
日
、
金
乳

歯
ブ
ラ
ン
ド
か
ら
進
化
し
た
新

ブ
ラ
ン
ド 

「
Ｎ
Ｅ
Ｗ 

Ｃ
（
ニ

ュ
ー
シ
ー
）」 

を
始
動
し
た
。

　
Ｎ
Ｅ
Ｗ 
Ｃ
は
、
乳
歯
を
単

な
る
保
存
対
象
で
は
な
く
、「
家

族
の
記
憶
を
宿
す
ア
ー
ト
」
そ

し
て
「
生
涯
の
健
康
を
願
う
象

徴
」
へ
と
昇
華
さ
せ
る
ブ
ラ
ン

ド
。

　
ジ
ュ
エ
リ
ー
デ
ザ
イ
ン
の
拡

充
に
と
ど
ま
ら
ず
、
乳
歯
が
抜

け
る
瞬
間
か
ら
、
そ
の
後
の
保

管
・
記
念
・
教
育
・
継
承
ま
で

を
ト
ー
タ
ル
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
す
る
。

　
■
背
景
：
デ
ジ
タ
ル
化
の
波

の
中
で
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
“
日

本
の
至
宝
”

　
歯
科
業
界
で
は
現
在
、
３
Ｄ

ス
キ
ャ
ン
や
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ

技
術
の
進
化
に
よ
り
効
率
化
が

進
ん
で
い
る
一
方
で
、
長
年
培

わ
れ
て
き
た
歯
科
技
工
士
に
よ

る
手
仕
事
の
繊
細
な
技
術
は
、

年
々
活
躍
の
場
を
失
い
つ
つ
あ

る
。
乳
歯
は
、
一
人
ひ
と
り
形

が
違
う
唯
一
無
二
の
造
形
物
。

そ
の
複
雑
な
曲
線
や
微
細
な
凹

凸
を
、
美
し
く
、
そ
し
て
温
か

み
の
あ
る
宝
物
へ
と
昇
華
さ
せ

ら
れ
る
の
は
、
長
年
の
経
験
と

感
性
を
持
つ
日
本
の
歯
科
技
工

士
の
手
だ
か
ら
こ
そ
可
能
だ
。

　
Ｎ
Ｅ
Ｗ 

Ｃ
は
、
こ
の
技
術

を
“
医
療
の
枠
”
か
ら
解
き
放

ち
、「M

ade in Japan

の
ク

ラ
フ
ト
マ
ン
シ
ッ
プ
」
と
し
て

世
界
へ
発
信
す
る
こ
と
を
夢
見

て
い
る
。
こ
う
し
た
背
景
を
踏

ま
え
、
日
本
の
技
術
と
文
化
で

新
た
な
価
値
を
生
み
出
す
。
Ｎ

Ｅ
Ｗ 

Ｃ
の
職
人
が
乳
歯
を
丁

寧
に
磨
い
て
、
生
涯
の
宝
物
に

仕
上
げ
る
。

い
で
い
く
こ
と
を
、
夢
と
し
て

い
る
。

　
３
月
、
日
本
で
の
正
式
展
開

を
開
始
し
、
今
後
は
、
Ｄ
Ｉ
Ｙ

ウ
ォ
ッ
チ
キ
ッ
ト
を
通
じ
た
体

験
を
軸
に
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

や
イ
ベ
ン
ト
の
展
開
、
ユ
ー
ザ

ー
同
士
が
つ
な
が
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
づ
く
り
を
進
め
な
が
ら
、

日
本
の
伝
統
工
芸
と
の
融
合
に

よ
る
新
た
な
時
計
づ
く
り
文
化

の
広
が
り
を
目
指
す
。

　
腕
時
計
は
、
日
常
の
中
で
当

た
り
前
に
使
わ
れ
て
い
る
も
の

だ
が
、「
自
分
で
作
る
」
と
い

う
体
験
は
、
ど
こ
か
遠
い
も
の

の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
て
い
る
。

時
計
づ
く
り
は
、
長
い
年
月
を

か
け
て
技
術
を
磨
い
た
職
人
の

世
界
で
あ
り
、
一
般
の
人
が
関

わ
る
こ
と
は
難
し
い
も
の
だ
と

　DIY W
atch Club

は
、
機

械
式
腕
時
計
を
自
分
の
手
で
組

み
立
て
る
「
Ｄ
Ｉ
Ｙ
ウ
ォ
ッ
チ

キ
ッ
ト
」
を
展
開
し
、
時
計
づ

く
り
の
魅
力
を
体
験
と
し
て
広

げ
る
ブ
ラ
ン
ド
。
時
計
づ
く
り

を
よ
り
身
近
な
も
の
と
し
、
職

人
の
技
術
や
工
芸
の
魅
力
を
こ

れ
か
ら
も
多
く
の
人
に
受
け
継

抜
け
た
乳
歯
（
左
）
と
、
匠

の
技
で
生
ま
れ
変
わ
っ
た
ジ

ュ
エ
リ
ー
（
右
）。
そ
の
間

に
は
家
族
の
た
く
さ
ん
の
物

語
が
詰
ま
っ
て
い
る

思
わ
れ
が
ち
。
さ
ら
に
近
年
で

は
、
ス
マ
ー
ト
ウ
ォ
ッ
チ
の
普

及
に
よ
り
、
腕
時
計
は
正
確
に

時
間
を
知
る
だ
け
で
な
く
、
多

く
の
機
能
を
備
え
た
便
利
な
ツ

ー
ル
へ
と
進
化
し
た
。
こ
う
し

た
背
景
の
中
で
、
機
械
式
腕
時

計
の
仕
組
み
や
魅
力
に
触
れ
る

機
会
は
限
ら
れ
て
い
る
。
あ
え

て
手
巻
き
で
動
か
す
機
械
式
腕

時
計
の
価
値
は
、
以
前
よ
り
も

意
識
さ
れ
に
く
く
な
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
。

　
し
か
し
、
機
械
式
腕
時
計
に

は
、
小
さ
な
ケ
ー
ス
に
収
め
ら

れ
た
精
密
な
構
造
や
、
長
い
歴

史
の
中
で
受
け
継
が
れ
て
き
た

技
術
、
そ
し
て
人
の
手
に
よ
っ

て
組
み
上
げ
ら
れ
る
美
し
さ
が

あ
る
。
こ
う
し
た
魅
力
は
、
た

だ
腕
に
つ
け
る
だ
け
で
な
く
、

自
分
の
手
で
作
る
こ
と
で
、
よ

り
深
く
心
に
残
る
も
の
に
な
る

と
考
え
て
い
る
。

　
そ
の
体
験
を
通
し
て
、
こ
れ

ま
で
遠
い
存
在
だ
っ
た
時
計
づ

く
り
の
世
界
は
、
少
し
身
近
な

も
の
へ
と
変
わ
っ
て
い
く
。
機

械
式
腕
時
計
の
持
つ
工
芸
や
面

白
さ
が
よ
り
深
く
理
解
さ
れ
、

よ
り
多
く
の
人
に
伝
わ
っ
て
い

く
…
そ
ん
な
広
が
り
を
、
こ
れ

か
ら
生
み
出
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　
今
後
は
、
日
本
に
お
け
る
展

開
を
さ
ら
に
広
げ
、
提
供
す
る

時
計
モ
デ
ル
や
体
験
の
幅
を
拡

充
し
て
い
き
く
。
現
在
の
組
み

立
て
体
験
に
加
え
、
針
の
青
焼

き
や
夜
光
塗
り
と
い
っ
た
工
程

も
取
り
入
れ
な
が
ら
、
時
計
づ

く
り
の
工
芸
と
し
て
の
魅
力
を

よ
り
深
く
体
験
で
き
る
よ
う
に

し
て
い
く
。

日本で機械式時計の職人技
と工芸の魅力を広げていく

「
乳
歯
を
残
す
」
を
日
本
の
新
文
化
に

金
乳
歯
か
ら
進
化
し
た
新
ブ
ラ
ン
ド「
Ｎ
Ｅ
Ｗ 

Ｃ
」始
動

自分の手で作ること
それが深く心に残る

時計づくりを誰もが楽しめる体験に

Ｐ
Ｇ
Ｉ

プラチナ・ウーマン
１７点の新商品発売
プラチナ・ウーマン
１７点の新商品発売

４
℃
、
ヴ
ァ
ン
ド
ー
ム
青
山
、
ギ
ン
ザ
タ
ナ
カ
、
ポ
ン
テ
ヴ
ェ
キ
オ
と
共
同
で

ブ
ラ
ン
ド
ア
ン
バ
サ
ダ
ー 

小
芝
風
花
さ
ん
が
出
演
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ム
ー
ビ
ー
も
配
信

プラチナ・ベーシックセミナー

ＰＧＩ ５月に東京・大阪の主要都市で開催 受講料
は無料

向
が
あ
っ
た
な
ん
て
？

を
見
つ
け
よ
う
。
売
上

デ
ー
タ
や
買
上
デ
ー
タ

な
ど
を
分
析
し
成
果
分

析
！

　
◯
〈
資
料
作
成
〉
提

案
書
、
企
画
書
も
一
発

上
位
入
賞
者
に
報
奨
金

DIY Watch Club

Ａ
Ｉ
実
務
セ
ミ
ナ
ー

Ｊ
Ｍ
Ｇ
夏
の

定
例
研
究
会

宝
飾
店
経
営
者
の
た
め
の

Ａ
Ｉ
実
務
セ
ミ
ナ
ー
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１
９
７
０
年
生
ま
れ
、東
京
都
出
身
。

16
歳
で
渡
米
し
て
江
連
忠
プ
ロ
と
出

会
い
、
試
合
を
転
戦
し
な
が
ら
ゴ
ル

フ
最
新
理
論
を
学
ぶ
。
96
年
日
本
プ

ロ
テ
ス
ト
合
格
。
多
く
の
プ
ロ
、
ア

マ
を
指
導
し
、レ
ッ
ス
ン
が
大
人
気
。

スコアアップの
　　　　近道
スコアアップの
　　　　近道
スコアアップの
　　　　近道

プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
小
野
寺
誠
の
極
意

　
グ
リ
ー
ン
を
狙
う
時
に
ピ
ン

ま
で
残
り
１
５
０
ヤ
ー
ド
表
示

な
ら
、
多
く
の
ア
マ
チ
ュ
ア
は

７
番
ア
イ
ア
ン
を
手
に
す
る
で

し
ょ
う
。

　
と
こ
ろ
が
、
グ
リ
ー
ン
ま
で

届
か
ず
に
池
ポ
チ
ャ
、
あ
ご
の

高
い
ガ
ー
ド
バ
ン
カ
ー
に
つ
か

ま
っ
て
大
た
た
き
と
い
う
ケ
ー

ス
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ダ

フ
っ
た
わ
け
で
も
、
シ
ャ
ン
ク

し
た
わ
け
で
も
な
く
、
ボ
ー
ル

を
ク
リ
ー
ン
に
と
ら
え
て
ピ
ン

に
向
か
っ
て
真
っ
す
ぐ
飛
ん
だ

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ト
ラ
ブ
ル

に
見
舞
わ
れ
て
ベ
ス
ト
ス
コ
ア

更
新
の
チ
ャ
ン
ス
を
逃
し
た
と

い
う
悔
し
い
経
験
が
あ
る
は
ず

で
す
。

　
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
？

　
そ
れ
は
１
５
０
ヤ
ー
ド
の
飛

距
離
に
対
し
て
８
ヤ
ー
ド
の
ラ

ン
が
あ
る
こ
と
を
ア
マ
チ
ュ
ア

が
知
ら
な
い
か
ら
で
す
。
つ
ま

り
ア
マ
チ
ュ
ア
の
距
離
感
は
ボ

ー
ル
が
止
ま
っ
た
と
こ
ろ
ま
で

の
ト
ー
タ
ル
飛
距
離
を
目
安
に

し
て
い
る
か
ら
ミ
ス
の
原
因
に

気
付
か
な
い
の
で
す
。

　
つ
ま
り
１
５
０
ヤ
ー
ド
の
飛

残
り
150
ヤ
ー
ド
で「
プ
ラ

ス
10
％
」の
ク
ラ
ブ
選
択

距
離
は
、
正
確
に
は
キ
ャ
リ
ー

１
４
２
ヤ
ー
ド
＋
ラ
ン
８
ヤ
ー

ド
な
の
で
す
。

　
手
前
エ
ッ
ジ
か
ら
５
ヤ
ー
ド

の
と
こ
ろ
に
カ
ッ
プ
が
切
ら
れ

て
い
た
場
合
、
ピ
ン
ま
で
残
り

１
５
０
ヤ
ー
ド
な
ら
グ
リ
ー
ン

に
オ
ン
さ
せ
る
に
は
最

低
で
も
キ
ャ
リ
ー
で

１
４
５
ヤ
ー
ド
を
打
た

な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

　
し
か
し
８
ヤ
ー
ド
の

ラ
ン
を
差
っ
引
け
ば
、

ア
マ
チ
ュ
ア
の
７
番
ア

イ
ア
ン
で
は
グ
リ
ー
ン

ま
で
届
か
ず
に
、
手
前

の
ハ
ザ
ー
ド
に
つ
か
ま

る
の
で
す
。

　
多
く
の
ゴ
ル
フ
場
は

グ
リ
ー
ン
の
奥
行
き
が

30
ヤ
ー
ド
ぐ
ら
い
あ
り

ま
す
。

　
ピ
ン
が
セ
ン
タ
ー
に

あ
っ
て
残
り
１
５
０
ヤ

ー
ド
な
ら
、
１
３
５
ヤ

７
番
ア
イ
ア
ン
で
い
い
と
は
言

え
な
い
の
で
す
。

　
ア
マ
チ
ュ
ア
は
自
分
の
正
確

な
キ
ャ
リ
ー
を
知
ら
な
い
。
ど

う
す
れ
ば
い
い
の
か
？

　
プ
レ
ー
中
に
心
が
け
て
欲
し

い
の
は
、
自
分
の
打
つ
飛
距
離

の
10
％
手
前
（
１
５
０
ヤ
ー
ド

な
ら
１
３
５
ヤ
ー
ド
地
点
）
に

ハ
ザ
ー
ド
が
あ
る
か
ど
う
か
を

ま
ず
確
認
し
て
ほ
し
い
。

　
そ
し
て
１
３
５
ヤ
ー
ド
地
点

に
バ
ン
カ
ー
や
池
、
深
い
ラ
フ

な
ど
が
あ
る
場
合
は
プ
ラ
ス
10

％
の
ク
ラ
ブ
を
選
択
す
る
の
で

す
。
そ
の
ケ
ー
ス
な
ら
１
６
５

ヤ
ー
ド
打
つ
ク
ラ
ブ
を
使
う
と

い
う
こ
と
で
す
ね
。

　
ア
マ
チ
ュ
ア
は
ピ
ン
ま
で
の

ギ
リ
ギ
リ
を
狙
う
の
で
は
な

く
、
ま
ず
グ
リ
ー
ン
に
乗
せ
る

こ
と
。
手
前
の
ハ
ザ
ー
ド
に
つ

か
ま
る
よ
り
も
グ
リ
ー
ン
に
ま

ず
乗
せ
て
お
い
た
ほ
う
が
、
外

し
た
際
に
ア
プ
ロ
ー
チ
の
ス
ト

レ
ス
が
少
な
い
。「
１
５
０
ヤ

ー
ド
は
７
番
ア
イ
ア
ン
だ
」
と

い
う
決
ま
り
事
を
柔
軟
に
考
え

る
こ
と
で
、
ト
ラ
ブ
ル
を
回
避

で
き
ま
す
。
自
分
の
キ
ャ
リ
ー

と
ラ
ン
を
し
っ
か
り
認
識
す
る

こ
と
で
、
ミ
ス
を
回
避
で
き
る

の
で
す
。

１３５ヤード地点の確認が大切
ー
ド
か
ら
１
６
５
ヤ
ー
ド
の
距

離
を
打
て
ば
オ
ン
で
き
ま
す
。

当
た
り
に
多
少
の
ミ
ス
が
あ
っ

て
も
ア
マ
チ
ュ
ア
は
７
番
ア
イ

ア
ン
で
い
い
の
で
す
。
で
す

が
、
ピ
ン
位
置
に
よ
っ
て
番
手

を
替
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

１
５
０
ヤ
ー
ド
だ
か
ら
い
つ
も

超ビッグマネー大会
マスターズ開幕迫る

　
今
季
海
外
メ
ジ
ャ
ー
初
戦

の
「
マ
ス
タ
ー
ズ
」
が
４
月

９
日
に
開
幕
す
る
。

　
他
メ
ジ
ャ
ー
を
含
む
ツ
ア

ー
競
技
は
観
客
を
ギ
ャ
ラ
リ

ー
と
呼
ぶ
が
、
マ
ス
タ
ー
ズ

だ
け
は
パ
ト
ロ
ン
と
言
う
。

　
大
会
創
始
者
で
あ
り
ア
マ

チ
ュ
ア
で
当
時
の
メ
ジ
ャ
ー

４
大
会
を
制
し
た
ボ
ビ
ー
・

ジ
ョ
ー
ン
ズ
が
引
退
後
に
世

界
中
か
ら
マ
ス
タ
ー
ズ
（
名

手
た
ち
）
を
招
く
イ
ベ
ン
ト

大
会
を
企
画
し
た
際
に
資
金

援
助
を
し
た
人
た
ち
、
つ
ま

り
パ
ト
ロ
ン
に
チ
ケ
ッ
ト
を

配
っ
た
の
が
始
ま
り
だ
。

　
入
場
券
は
今
で
は
プ
ラ
チ

ナ
チ
ケ
ッ
ト
で
あ
り
、
入
手

が
困
難
だ
。
と
い
う
の
も
月

曜
日
か
ら
水
曜
日
ま
で
の
練

習
ラ
ウ
ン
ド
は
一
般
で
も
カ

ネ
さ
え
出
せ
ば
入
場
可
能
な

た
め
、
１
日
５
万
人
も
熱
狂

フ
ァ
ン
が
押
し
寄
せ
る
。

　
だ
が
、
木
曜
日
か
ら
日
曜

日
ま
で
の
本
戦
チ
ケ
ッ
ト
は

ほ
と
ん
ど
が
約
４
万
人
の
パ

ト
ロ
ン
に
販
売
さ
れ
、
パ
ト

ロ
ン
が
手
放
し
た
チ
ケ
ッ
ト

が
ネ
ッ
ト
再
販
で
高
騰
す
る

か
ら
だ
。

　
概
算
だ
が
正
規
チ
ケ
ッ
ト

代
は
一
般
で
も
手
に
入
る
月

曜
～
水
曜
分
が
１
日
１
０
０

～
１
５
０
ド
ル
（
約
１
万
６

０
０
０
～
２
万
４
０
０
０

円
）。
そ
し
て
本
戦
４
日
間

の
通
し
券
は
６
４
０
ド
ル

（
10
万
２
４
０
０
円
）。

　
マ
ス
タ
ー
ズ
に
詳
し
い
ゴ

ル
フ
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
吉

川
英
三
郎
氏
に
よ
る
と
、「
ダ

フ
屋
の
価
格
で
は
最
終
日
だ

け
の
チ
ケ
ッ
ト
が
５
９
９
５

ド
ル
（
95
万
９
２
０
０
円
）

で
す
で
に
売
り
切
れ
て
い

る
」
と
言
う
。

　
そ
の
チ
ケ
ッ
ト
も
注
目
選

手
が
優
勝
争
い
に
絡
む
と
直

前
に
２
倍
に
も
３
倍
に
も
は

ね
上
が
る
。

　
そ
れ
だ
け
で
な
く
マ
ス
タ

ー
ズ
で
は
膨
大
な
カ
ネ
が
動

く
。
入
場
者
の
会
場
で
の
飲

食
代
が
７
０
０
万
ド
ル
。
さ

ら
に
マ
ス
タ
ー
ズ
の
ロ
ゴ
マ

ー
ク
が
入
っ
た
グ
ッ
ズ
売
り

上
げ
が
７
０
０
０
万
ド
ル
。

　
大
会
１
週
間
で
入
場
者
だ

け
が
落
と
す
カ
ネ
は
１
億
２

０
０
０
万
ド
ル
（
約
１
９
２

億
円
）
に
も
な
る
ビ
ッ
グ
イ

ベ
ン
ト
な
の
だ
。

　
日
本
勢
は
２
０
２
１
年
チ

ャ
ン
ピ
オ
ン
の
松
山
英
樹

と
、
昨
年
の
日
本
オ
ー
プ
ン

優
勝
で
出
場
権
を
手
に
し
た

片
岡
尚
之
の
２
人
が
出
場
す

る
。
マ
ス
タ
ー
ズ
は
メ
ジ
ャ

ー
で
は
唯
一
同
じ
コ
ー
ス

（
オ
ー
ガ
ス
タ
・
ナ
シ
ョ
ナ

ル
Ｇ
Ｃ
）
で
開
催
さ
れ
る
た

め
経
験
豊
富
な
選
手
が
有
利

だ
。
大
会
最
多
６
勝
を
マ
ー

ク
し
た
ジ
ャ
ッ
ク
・
ニ
ク
ラ

ス
の
最
後
の
勝
利
は
１
９
８

６
年
大
会
で
46
歳
の
時
だ
。

　
松
山
は
13
年
連
続
15
回
目

の
出
場
と
な
り
、
初
出
場
の

２
０
１
１
年
大
会
で
は
ロ
ー

ア
マ
タ
イ
ト
ル
を
獲
得
。
コ

ー
ス
を
隅
々
ま
で
熟
知
し
て

お
り
５
年
ぶ
り
２
度
目
の
栄

冠
が
期
待
さ
れ
る
。

　
片
岡
は
初
出
場
。
不
慣
れ

な
超
高
速
グ
リ
ー
ン
や
会
場

を
包
む
異
様
な
雰
囲
気
に
戸

惑
い
を
覚
え
る
は
ず
だ
。
し

か
し
１
９
７
９
年
大
会
で
は

フ
ァ
ジ
ー
・
ゼ
ラ
ー
が
唯
一

初
出
場
初
優
勝
の
記
録
を
残

し
た
。
47
年
ぶ
り
の
２
度
目

の
快
挙
な
る
か
も
注
目
だ
。

　（
ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
タ
ー
・

三
山
典
央
）

15
回
出
場
の
松
山
英
樹
に
２
回
目
Ｖ
の
期
待

☎

　
こ
ど
も
メ
ガ
ネ
「
ト
マ
ト
グ

ラ
ッ
シ
ー
ズ
」
の
日
本
国
内
総

代
理
店
を
15
年
以
上
務
め
る
名

古
屋
眼
鏡
㈱
（
愛
知
県
名
古
屋

市
、白
濱
亮
代
表
取
締
役
社
長
）

は
、
名
古
屋
医
健
ス
ポ
ー
ツ
専

門
学
校
こ
ど
も
保
育
科
と
の
産

学
連
携
に
よ
り
、「
園
児
の
メ

ガ
ネ
装
用
サ
ポ
ー
ト
ブ
ッ
ク
」

を
共
同
制
作
し
た
。

　
同
冊
子
は
、
メ
ガ
ネ
装
用
が

必
要
な
園
児
の
保
護
者
か
ら
保

育
者
へ
渡
し
て
も
ら
う
こ
と
を

想
定
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ツ
ー
ル
。
双
方
の
共
通
理
解

を
深
め
、
保
育
現
場
に
お
け
る

こ
ど
も
の
安
心
・
安
全
な
メ
ガ

ネ
装
用
体
制
を
整
え
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
る
。

　
４
月
以
降
順
次
、
主
に
「
ト

マ
ト
グ
ラ
ッ
シ
ー
ズ
」
を
取
り

扱
う
メ
ガ
ネ
店
を
通
じ
て
、
こ

ど
も
メ
ガ
ネ
の
購
入
者
向
け
に

配
布
を
予
定
し
て
い
る
。

　 

同
社
は
、
こ
ど
も
用
メ
ガ

ネ
「
ト
マ
ト
グ
ラ
ッ
シ
ー
ズ
」

の
日
本
国
内
総
代
理
店
と
し
て

15
年
以
上
国
内
流
通
に
携
わ
っ

て
き
た
。

　
ト
マ
ト
グ
ラ
ッ
シ
ー
ズ
の
購

入
者
向
け
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る

と
、
約
75
％
の
購
入
者
に
「
弱

視
・
斜
視
の
治
療
用
メ
ガ
ネ
」

と
し
て
使
用
い
る
。

第30回 日本眼鏡学会・年次セミナーおよび定時総会
（共催：東京眼鏡専門学校）

■開催日：2026年5月20日(水)

■時 間：午前10時00分～午後5時(予定)

■会 場：連合会館（東京都千代田区神田駿河台３丁目２-１１ TEL03-3253-1771㈹）

（JR御茶ノ水駅 聖橋口から徒歩5分、地下鉄･新御茶ノ水駅/淡路駅/小川町駅 B3出口徒歩0分）

■参加料：眼鏡学会会員は3,000円(賛助会員は３名まで無料)、非学会会員は10,000円

＜プログラム＞

開会あいさつ：魚里 博（大会長/日本眼鏡学会理事長/東京眼鏡専門学校校長）

■一般演題
研究発表（口演）（順不同。追加の予定あり）

「ランドルト環の方向と正答率の関係」 木村 萌花（ワールドオプティカルカレッジ）

「眼鏡による分光透過率の調整による読み課題中の瞳孔径の変化」
奥村 智人（大阪医科薬科大学小児高次脳機能研究所）

「眼位方向による眼屈折状態の変化および眼球回旋点位置の変動を考慮した眼鏡レンズ設計」
白栁 守康（白栁眼鏡光学研究所）

研究発表（ポスター発表）（順不同。追加の予定あり）

「汚れ除去性能を向上させたコーティングについて」 堀 晃輔（東海光学ホールディングス㈱）

「累進レンズを装用すると成人でも近視は低補正になる」

健山 一（タテヤマ眼鏡店）

「自覚的屈折値と他覚的屈折値との差は近見視機能により様相が異なる」

健山 一（タテヤマ眼鏡店）

「データから見る国家検定資格『眼鏡作製技能士』」 長戸 栄卓（東京眼鏡専門学校）

ランチョンセミナー
セイコーオプティカルプロダクツ㈱、東海光学㈱

■基調講演

「(仮)我が国の眼鏡業界情報について」 眼鏡光学出版㈱ 美濃部 隆 代表取締役社長

「(仮)眼鏡作製技能士さらなる発展を目指して」 (公社)日本眼鏡技術者協会 木方 伸一郎 会長

「(仮)高齢者の視機能とその矯正」 慶應義塾大学医学部眼科学教室 根岸 一乃 教授

■セミナー講演

「（仮）眼鏡レンズの最新情報」 伊藤光学工業㈱ 加藤 一壽 執行役員

閉会あいさつ：前田 史篤（次回大会長/日本眼鏡学会評議員/新潟医療福祉大学視機能科学科教授）

◆日本眼鏡学会・第30期定時総会は、ランチョンセミナー終了後に同会場にて開催致します。

◆セミナー終了後、第30回記念を兼ねた懇親会(有料)を同会場にて開催します。

※懇親会ご参加希望の方は（評議員・理事役員・賛助会員・一般演題発表者含め）8,000円を当日

受付にてお支払いください。

【受講申込方法】専用の申込み用紙に記載のうえ、FAX03-5818-1051をいただくか、

眼鏡学会HP「初夏の年次セミナー」より、お申し込みください。

■問い合わせ先：日本眼鏡学会事務局

〒110-0016 東京都台東区台東1-8-7加藤ビル(眼鏡光学出版㈱内)

TEL:03-5818-1051 FAX:03-5818-1870 Eメール：office@jaoos.com

メインテーマ：眼鏡作製技能士と眼科医療の連携

　
日
本
眼
鏡
学
会
（
魚
里
博
理
事
長
）
で
は
、
東
京
眼
鏡
専
門
学
校
と
の
共
催
で
第
30

回
年
次
セ
ミ
ナ
ー
を
、
５
月
20
日
に
東
京
都
千
代
田
区
の
連
合
会
館
で
開
催
す
る
。

　
セ
ミ
ナ
ー
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は
「
眼
鏡
作
製
技
能
士
と
眼
科
医
療
の
連
携
」。
セ
ミ

ナ
ー
は
一
般
演
題
（
口
演
、
ポ
ス
タ
ー
発
表
）、
眼
鏡
レ
ン
ズ
メ
ー
カ
ー
２
社
に
よ
る

ラ
ン
チ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー
、
４
題
の
講
演
を
行
う
予
定
。
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
に
は
、
30
回

を
記
念
し
た
懇
親
会
も
行
う
。

　
４
月
７
日
〜
９
日
の
３
日

間
、
渋
谷
・
表
参
道
・
虎
ノ
門
・

半
蔵
門
エ
リ
ア
で
は
、
Ｓ
Ｌ
Ｉ

Ｔ
（Salon de Lunetterie 

International Tokyo

）
に

よ
る
眼
鏡
の
展
示
会
が
同
時
期

に
開
催
さ
れ
る
。
国
内
外
の
ブ

ラ
ン
ド
や
関
係
者
が
集
ま
り
、

こ
の
エ
リ
ア
一
帯
が
“
ア
イ
ウ

ェ
ア
の
展
示
会
ウ
ィ
ー
ク
”
と

な
る
。

　
同
取
り
組
み
は
、
展
示
会
同

士
を
つ
な
ぎ
、
よ
り
多
く
の
出

会
い
と
発
見
を
生
み
出
す
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
。

　【
展
示
会
概
要
】

　
展
示
会
名
称
＝
Ｓ
Ｌ
Ｉ
Ｔ

（Salon de Lunetterie Inte
rnational Tokyo

）

　
開
催
日
程
＝
４
月
７
日（
火
） 

11
時
～
18
時
、４
月
８
日
（
水
） 

10
時
～
18
時
、４
月
９
日
（
木
） 

10
時
～
17
時

　
会
場
＝TRUNK

（HOTE
L

）
２
Ｆ 

／
３
Ｆ
、
〒
１
５
０

‐
０
０
０
１ 

東
京
都
渋
谷
区

神
宮
前
５
‐
31

　
会
期
当
日
は
、
各
会
場
を
効

率
よ
く
巡
る
た
め
に
、
各
展
示

会
会
場
で
紙
の
展
示
会
Ｍ
Ａ
Ｐ

（
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
）
も
配
布
予

定
。
事
前
に
チ
ェ
ッ
ク
し
、
よ

り
効
率
よ
く
各
会
場
エ
リ
ア
全

体
の
展
示
会
・
シ
ョ
ー
ル
ー
ム

を
一
覧
で
把
握
で
き
る
。

　
キ
ク
チ
眼
鏡
専
門
学
校
（
伊

藤
克
也
校
長
）
の
令
和
７
年
度

卒
業
式
（
第
45
回
）
は
、
３
月

19
日
、
名
古
屋
市
東
区
の
同
校

で
行
わ
れ
、
卒
業
生
７
人
が
晴

れ
て
学
び
舎
を
後
に
し
た
。

　
卒
業
式
は
、
開
式
の
辞
、
君

が
代
静
聴
に
続
い
て
、
伊
藤
校

長
が
登
壇
し
「
今
日
は
大
き
な

節
目
の
日
。
今
ま
で
見
守
っ
て

く
れ
た
家
族
に
感
謝
の
気
持
ち

を
伝
え
て
ほ
し
い
。

保
護
者
の
皆
様
に
は

学
生
行
事
の
企
画
運

営
・
後
輩
の
指
導
・

自
由
研
究
な
ど
卒
業

ま
で
本
当
に
よ
く
努

力
し
て
く
れ
た
お
子

様
を
ね
ぎ
ら
い
の
言

葉
を
か
け
て
く
だ
さ

い
」
と
卒
業
生
や
そ
の
家
族
に

言
葉
を
送
っ
た
。

　
続
け
て
「
入
学
式
の
日
に

『
人
の
役
に
立
ち
た
い
と
い
う

明
か
り
を
心
の
中
に
灯
し
て
下

さ
い
』
と
伝
え
た
。
卒
業
し
て

も
『
人
の
役
に
立
ち
た
い
』
と

い
う
明
か
り
は
決
し
て
消
さ
な

い
で
い
て
ほ
し
い
。
皆
さ
ん
は

眼
鏡
作
製
に
関
す
る
専
門
知

識
・
技
能
だ
け
で
な
く
『
人
の

私
生
活
を
支
え
る
』
と
い
う
ビ

ジ
ョ
ン
ケ
ア
の
精
神
も
学
ん
で

き
た
。
視
力
測
定
・
レ
ン
ズ
加

工
・
フ
ィ
ッ
テ
ィ
ン
グ
、
一
つ

ひ
と
つ
の
技
能
の
背
景
に
は
、

光
学
・
解
剖
学
・
視
科
学
と
い

っ
た
学
問
が
あ
る
が
そ
れ
ら
の

知
識
習
得
を
地
道
に
積
み
重
ね

て
き
た
。
眼
鏡
は
単
な
る
道
具

で
は
な
く
、
人
が
も
の
を
見
て

学
び
働
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生

を
豊
か
に
過
ご
す
た
め
の
大
切

な
支
え
。
皆
さ
ん
が
携
わ
る
仕

事
は
『
両
眼
視
機
能
』
を
通
し

て
人
の
生
活
そ
の
も
の
を
支
え

る
、
社
会
的
に
も
た
い
へ
ん
意

義
の
あ
る
仕
事
。
社
会
人
と
し

て
出
発
の
時
を
迎
え
る
が
、
こ

れ
か
ら
が
本
当
の
勉
強
の
始
ま

り
。
誠
意
を
も
っ
て
全
力
を
尽

く
し
、
そ
の
気
持
ち
が
お
客
様

や
患
者
さ
ん
に
伝
わ
っ
た
と

き
、
皆
さ
ん
の
専
門
家
と
し
て

の
姿
勢
に
『
あ
り
が
と
う
』
と

心
を
込
め
て
言
っ
て
く
れ
る
は

ず
だ
。
そ
れ
が
皆
さ
ん
の
や
り

が
い
と
な
り
、
専
門
家
と
し
て

重
要
な
人
間
性
を
開
花
さ
せ
て

く
れ
る
。
専
門
性
の
極
め
て
高

い
キ
ク
チ
眼
鏡
専
門
学
校
を
卒

業
し
た
と
い
う
誇
り
を
持
っ

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
で
活
躍

し
、
生
活
者
の
視
生
活
の
向
上

に
貢
献
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
る
」と
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

　
式
辞
に
続
い
て
、
伊
藤
校
長

か
ら
卒
業
生
一
人
ひ
と
り
に
卒

業
証
書
が
手
渡
さ
れ
た
。
学
生

表
彰
で
は
、
愛
知
県
知
事
賞
が

熊
﨑
良
祐
（
き
ま
ざ
き
り
ょ
う

す
け
）
氏
に
、
専
修
学
校
各
種

学
校
連
合
会
会
長
賞
が
浅
井
舞

弓
（
あ
さ
い
ま
ゆ
み
）
氏
に
、

職
業
教
育
・
キ
ャ
リ
ア
教
育
財

団
理
事
長
賞
が
奥
山
彩
花
（
お

く
や
ま
あ
や
か
）
氏
に
そ
れ
ぞ

れ
贈
ら
れ
た
。

　
祝
電
披
露
が
あ
り
、
閉
式
の

辞
で
卒
業
式
は
終
了
し
た
。

７人の卒業生とともに記念写真

祝辞を述べる伊藤校長

卒
業
証
書
を
手
渡
さ
れ
る
生
徒

保育現場に向けた「園児の
　メガネ装用サポートブック」

名
古
屋
の
医
健
専
門
学
校
「
保
育
科
」
と

メ
ガ
ネ
専
門
商
社
が
産
学
連
携
で
共
同
製
作

伊
藤
校
長 

巣
立
つ
７
人
に
祝
辞

渋
谷
・
表
参
道
・
虎
ノ
門
・
半
蔵
門

Ｓ
Ｌ
Ｉ
Ｔ
は「
眼
鏡
展
示
会
の
集
合
体
」

４
月
７
日
～
９
日

東
京
眼
鏡
専
門
学
校
と
の
共
催
で
５
月
20
日
に

日
本
眼
鏡
学
会
・
年
次
セ
ミ
ナ
ー

「人の役に立ちたい」との
      明かり決して消さないで

キクチ眼鏡専門学校 令和７年度卒業式

ア
イ
ウ
ェ
ア
一
色
に
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協
同
組
合
山
梨
県
ジ
ュ
エ
リ

ー
協
会
は
４
月
８
日
（
水
）
～

10
日
（
金
）
に
山
梨
県
甲
府
市

の
ア
イ
メ
ッ
セ
山
梨
展
示
ホ
ー

ル
（
山
梨
県
立
産
業
展
示
交
流

館
）
で
山
梨
ジ
ュ
エ
リ
ー
フ
ェ

ア
（
Ｙ
Ｊ
Ｆ
２
０
２
６
）
を
開

催
す
る
。

　
今
回
の
フ
ェ
ア
で
も
広
く
国

内
外
の
企
業
に
出
展
の
呼
び
か

け
を
行
い
、
こ
れ
ま
で
に
な
い

ス
ケ
ー
ル
の
出
展
社
数
で
開
催

す
る
。
ま
た
イ
ベ
ン
ト
企
画
と

し
て
ジ
ュ
エ
リ
ー
と
並
び
世
界

的
に
も
有
名
な
山
梨
の
ワ
イ
ン

を
会
場
で
楽
し
ん
で
も
ら
え
る

企
画
「Jewerly W

ine Bar

」

を
前
回
か
ら
ス
ケ
ー
ル
ア
ッ
プ

し
て
実
施
し
、
産
地
・
山
梨
の

魅
力
を
違
っ
た
角
度
か
ら
も
楽

し
め
る
。
さ
ら
に
全
国
各
地
の

バ
イ
ヤ
ー
の
皆
様
に
気
軽
に
フ

ェ
ア
に
来
場
頂
く
為
の
企
画
と

し
、
毎
年
好
評
の
無
料
遠
距
離

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
も
拡
充
し
、
よ

り
ア
ク
セ
ス
し
や
す
い
フ
ェ
ア

を
目
指
す
。

　
ま
た
、
長
き
に
わ
た
り
受
け

継
が
れ
て
き
た
ジ
ュ
エ
リ
ー
職

人
の
技
や
宝
飾
品
加
工
現
場
で

の
商
品
製
造
工
程
な
ど
を
実
際

の
工
場
へ
バ
ス
で
移
動
し
見
学

す
る
ツ
ア
ー
を
実
施
す
る
。
ま

た
、
本
年
は
特
別
企
画
と
し
て

山
梨
県
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー
の

最
先
端
分
析
機
器
な
ど
の
見
学

ツ
ア
ー
も
実
施
す
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
産
地
山
梨
の
魅

力
を
多
方
面
か
ら
知
っ
て
も
ら

う
た
め
の
企
画
と
し
て
職
人
技

術
の
加
工
実
演
コ
ー
ナ
ー
や
山

梨
県
ジ
ュ
エ
リ
ー
協
会
の
宝
石

研
磨
部
会
、貴
金
属
工
芸
部
会
、

水
晶
美
術
彫
刻
部
会
の
職
人
に

よ
る
加
工
実
演
を
実
施
。
会
場

で
直
接
熟
練
の
技
術
を
見
ら
れ

る
。
こ
の
エ
リ
ア
で
は
加
工
相

談
や
企
業
マ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
の

相
談
に
も
対
応
す
る
。

　
特
別
な
お
客
を
お
も
て
な
し

す
る
ス
ペ
ー
ス
と
し
てVIP

ラ
ウ
ン
ジ
を
会
場
内
に
設
置

し
、
ラ
イ
ブ
コ
マ
ー
ス
の
実
施

な
ど
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
会

場
の
ネ
ッ
ト
環
境
の
充
実
を
図

る
。
会
場
に
モ
バ
イ
ル
機
材
の

充
電
コ
ー
ナ
ー
も
設
置
す
る
。

　
フ
ェ
ア
会
場
に
隣
接
す
る

「
交
流
サ
ロ
ン
」
に
来
場
者
ラ

ウ
ン
ジ
を
新
た
に
新
設
す
る
。

こ
の
ラ
ウ
ン
ジ
で
は
各
種
セ
ミ

ナ
ー
の
実
施
に
加
え
て
、
日
本

の
伝
統
音
楽
ス
テ
ー
ジ
や
舞
踊

ス
テ
ー
ジ
の
実
施
、
さ
ら
に
は

野
点
コ
ー
ナ
ー
の
実
施
な
ど
も

検
討
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
バ
イ
ヤ
ー
の
み
な
さ

ん
か
ら
要
望
の
多
か
っ
た
県
産

品
の
お
土
産
コ
ー
ナ
ー
を
充
実

さ
せ
る
。
今
回
は
山
梨
が
全
国

に
誇
る
、
ワ
イ
ン
・
印
伝
・
ネ

ク
タ
イ
・
甲
州
銘
菓
等
、
県
下

一
円
の
地
場
産
業
品
を
一
堂
に

集
め
、
展
示
販
売
す
る
か
い
て

ら
す
（
山
梨
県
地
場
産
業
セ
ン

タ
ー
）
の
協
力
に
よ
り
こ
れ
ま

で
よ
り
も
充
実
し
た
内
容
と
な

る
。

　
来
場
の
み
な
さ
ん
の
多
彩
な

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
の
企
画

と
し
て
フ
ー
ド
コ
ー
ト
を
設
置

す
る
。
各
国
の
料
理
で
ラ
ン
チ

メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
。
さ
ら
に
山

梨
県
の
特
産
品
で
あ
る
ワ
イ
ン

ビ
ー
フ
、
甲
州
地
鶏
な
ど
を
使

っ
た
メ
ニ
ュ
ー
や
、
や
ま
な
し

ワ
イ
ン
バ
ー
も
用
意
す
る
。

　
山
梨
県
ジ
ュ
エ
リ
ー
協
会

は
、
甲
府
市
及
び
甲
府
商
工
会

議
所
と
同
組
合
に
お
い
て
「
ジ

ュ
エ
リ
ー
ス
タ
ー
ト
事
業
（
甲

府
市
で
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
に

誕
生
石
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
）」
に

関
す
る
連
携
協
定
を
締
結
し
、

３
社
で
事
業
を
推
進
し
て
い

く
。  

　
同
事
業
を
通
じ
て
、
地
域
宝

飾
産
業
の
振
興
及
び
「
宝
石
の

ま
ち
甲
府
」
の
ブ
ラ
ン
ド
価
値

向
上
を
図
っ
て
い
く
。  

　
誕
生
石
の
調
達
に
関
す
る
経

費
は
甲
府
商
工
会
議
所
及
び
当

組
合
が
負
担
す
る
。
な
お
、
誕

生
石
に
つ
い
て
は
、
２
月
の
理

事
会
で
組
合
員
の
皆
様
へ
寄
付

を
お
願
い
し
多
く
の
賛
同
を
得

て
い
る
（
賛
同
者
名
簿
別
添
）。

　
今
後
も
原
則
と
し
て
組
合
員

等
か
ら
の
寄
付
に
よ
り
賄
い
、

不
足
が
生
じ
た
場
合
に
は
同
組

合
も
調
達
の
上
寄
付
す
る
。 

　【
ジ
ュ
エ
リ
ー
ス
タ
ー
ト
事

業
・
誕
生
石
提
供
者
名
簿
】 （
順

不
同
）（
敬
称
略
） 

　
提
供
者
数
27
社 

、
提
供
数

合
計 

９
０
７
８
個                                        

　
㈱
望
月
貴
石
貿
易
、
㈱
近
藤

宝
飾
、
㈱
お
た
ぎ
り
、
㈲
ド
リ

ー
ム
、
㈱
樋
口
、
篠
原
貿
易
㈱
、

㈱
望
月
英
之
商
会
、
百
瀬
貴
石

㈱
、
㈲
ダ
イ
メ
ッ
ク
ス
、
㈱
光
・

彩
、
㈱
ク
リ
エ
イ
ト
タ
カ
ノ
、

㈲
ナ
カ
ム
ラ
宝
飾
、
㈱
光
新
、

㈲
ジ
ュ
エ
ル
ハ
ヤ
カ
ワ
、
長
谷

川
貿
易
、
㈱
柳
澤
、
イ
ー
エ
ム

コ
ー
ポ
レ
イ
シ
ョ
ン
㈱
、
㈱
イ

シ
イ
、
㈱
望
月
宝
飾
、
㈱
世
界

貿
易
、
㈱
シ
ン
ク
、
㈱
山
宝
、

㈱
甲
斐
物
産
商
会
、
㈱
マ
ル
ブ

ン
百
瀬
、
㈱
コ
ダ
マ
、
㈱
清
水
、

美
馬
貴
石
㈱ 

採
掘
を
伴
わ
な
い
と
い
う
特
性

か
ら
、
環
境
や
社
会
へ
の
配
慮

と
い
う
側
面
で
も
注
目
さ
れ
て

い
る
新
し
い
選
択
肢
。VARI

ELLE

は
、
こ
の
新
し
い
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
の
魅
力
を
こ
れ
か
ら

も
丁
寧
に
届
け
て
い
く
。

　
■
商
品
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ

　《Airy Gold

》K10YG 

ド

ー
ム
フ
ー
プ 

ピ
ア
ス

　
丸
み
の
あ
る
ド
ー
ム
フ
ォ
ル

ム
が
印
象
的
な
フ
ー
プ
ピ
ア

ス
。
ぷ
っ
く
り
と
し
た
立
体
感

と
や
わ
ら
か
な
ゴ
ー
ル
ド
の
輝

き
が
、
シ
ン
プ
ル
な
装
い
に
上

品
な
華
や
ぎ
を
添
え
る
。
き
れ

い
め
か
ら
カ
ジ
ュ
ア
ル
ま
で
幅

広
く
活
躍
す
る
デ
ザ
イ
ン
。

　《Airy Gold

「Silk cha
in

」》 K10YG 

ラ
ボ
ダ
イ
ヤ 

ク

ロ
ス
ラ
イ
ン 

フ
ー
プ
ピ
ア
ス

　
ク
ロ
ス
す
る
ラ
イ
ン
と
流
れ

る
よ
う
な
ダ
イ
ヤ
の
輝
き
が
特

徴
的
な
フ
ー
プ
ピ
ア
ス
。
立
体

感
と
繊
細
な
き
ら
め
き
が
耳
元

に
奥
行
き
を
生
み
、
印
象
的
な

ア
ク
セ
ン
ト
に
。
同
社
の「Silk 

chain

」
に
も
通
じ
る
滑
ら
か

な
流
れ
と
均
整
の
取
れ
た
輝
き

が
、
上
品
な
印
象
を
添
え
る
。

　《Airy Gold
》 K10YG 

ダ

ブ
ル
ラ
イ
ン 
イ
ヤ
ー
カ
フ

　
ミ
ニ
マ
ル
な
ダ
ブ
ル
ラ
イ
ン

が
美
し
い
イ
ヤ
ー
カ
フ
。
小
ぶ

り
な
が
ら
程
よ
い
存
在
感
で
、

さ
り
げ
な
く
上
品
な
印
象
を
演

出
す
る
。
シ
ン
プ
ル
な
フ
ォ
ル

ム
が
装
い
に
自
然
に
馴
染
み
、

幅
広
い
ス
タ
イ
ル
で
活
躍
す

る
。

　《Airy Gold

》 K10YG 

ラ

ボ
ダ
イ
ヤ 

バ
ケ
ッ
ト
カ
ッ
ト 

ス
イ
ン
グ 

イ
ヤ
ー
カ
フ

　
バ
ケ
ッ
ト
カ
ッ
ト
の
ラ
ボ
ダ

イ
ヤ
と
揺
れ
る
チ
ェ
ー
ン
が
印

象
的
な
イ
ヤ
ー
カ
フ
。
前
後
で

異
な
る
表
情
を
楽
し
め
る
デ
ザ

イ
ン
で
、
動
き
に
合
わ
せ
て
繊

細
な
輝
き
を
放
つ
。
耳
元
に
軽

や
か
な
ア
ク
セ
ン
ト
を
添
え
、

洗
練
さ
れ
た
印
象
を
演
出
す

る
。

でSV925

を
中
心
に
展
開
し

て
き
た
が
、
よ
り
長
く
身
に
つ

け
る
こ
と
の
で
き
る
素
材
と
し

て
、新
た
に
Ｋ
10
を
採
用
し
た
。

Ｋ
10
は
、
や
わ
ら
か
な
輝
き
と

耐
久
性
を
兼
ね
備
え
、
時
間
と

と
も
に
深
み
を
増
し
て
い
く
素

材
。日
常
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、

長
く
愛
用
で
き
る
ジ
ュ
エ
リ
ー

と
し
て
、
新
た
な
価
値
を
提
案

す
る
。

　
■VARIELLE

が
提
案
す

る
ラ
ボ
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

　VARIELLE

は
、
ジ
ュ
エ

リ
ー
を
「
自
分
ら
し
く
輝
く
た

め
の
存
在
」
と
捉
え
て
い
る
。

ラ
ボ
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
は
、
科
学

と
美
し
さ
が
融
合
し
た
現
代
的

な
輝
き
。
都
市
を
生
き
る
女
性

の
さ
ま
ざ
ま
な
時
間
や
感
情

に
、
静
か
に
寄
り
添
う
。
天
然

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
と
同
じ
成
分
・

構
造
・
輝
き
を
持
ち
な
が
ら
、

り
添
う
。
シ
ン
プ
ル
で
あ
り
な

が
ら
印
象
に
残
る
デ
ザ
イ
ン

は
、
き
れ
い
め
か
ら
カ
ジ
ュ
ア

ル
ま
で
幅
広
い
ス
タ
イ
ル
に
調

和
し
、
身
に
つ
け
る
人
の
さ
ま

ざ
ま
な
表
情
に
寄
り
添
う
。

　
■
Ｋ
10
と
い
う
選
択

　VARIELLE

で
は
こ
れ
ま

　
㈱
ク
ロ
ス
フ
ォ
ー
（
山
梨
県

甲
府
市
、
内
藤
彰
彦
社
長
）
の

ジ
ュ
エ
リ
ー
ブ
ラ
ン
ドVARI

ELLE

は
、
新
た
に
Ｋ
10
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
を
展
開
す
る
。

　
ブ
ラ
ン
ド
が
大
切
に
し
て
き

た
「
日
常
に
寄
り
添
う
ジ
ュ
エ

リ
ー
」
と
い
う
思
想
を
さ
ら
に

広
げ
る
、
新
た
な
ラ
イ
ン
。
中

で
も
「Airy Gold

」
シ
リ
ー

ズ
は
、
軽
や
か
な
着
け
心
地
と

や
わ
ら
か
な
輝
き
を
追
求
し
、

日
常
に
自
然
と
溶
け
込
む
ジ
ュ

エ
リ
ー
と
し
て
新
た
な
選
択
肢

を
提
案
す
る
。

　
■Airy Gold

シ
リ
ー
ズ
に

つ
い
て

　Airy Gold

は
、
軽
や
か
な

着
け
心
地
を
追
求
し
た
ジ
ュ
エ

リ
ー
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
。
肌
に
自

然
と
馴
染
む
フ
ォ
ル
ム
と
、
や

わ
ら
か
な
ゴ
ー
ル
ド
の
輝
き

が
、
日
常
の
装
い
に
そ
っ
と
寄

YＪＦYＪＦ
２
０
２
６山梨 ジュエリー フェア山梨 ジュエリー フェア

こ
れ
ま
で
に
な
い
出
展
社
数

山
梨
独
自
の
多
彩
イ
ベ
ン
ト
来場者魅了

こ
れ
ま
で
に
な
い
出
展
社
数

山
梨
独
自
の
多
彩
イ
ベ
ン
ト

ジ
ュ
エ
リ
ー
と
山
梨
ワ
イ
ン
の
コ
ラ
ボ
、
県
産
お
土
産
コ
ー
ナ
ー
充
実

最
先
端
分
析
機
器
の
見
学
、
職
人
の
加
工
実
演
etc

ジ
ュ
エ
リ
ー
ス
タ
ー
ト
事
業

甲府市で生まれた赤ちゃんに

誕生石プレゼント誕生石プレゼント

山梨県ジュエリー協会、甲府市、甲府商工会議所が連携協定

VARIELLEより
K１０ジュエリーが新登場

クロスフォー

ラボダイヤモンドの輝きとともに、
　現代女性に寄り添う新たなＪライン

軽
や
か
に
寄
り
添
う
「
Ａ
ｉ
ｒ
ｙ 

Ｇ
о
ｌ
ｄ
」
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
開

２
０
２
６

４
月
８
日
～
10
日
ア
イ
メ
ッ
セ
山
梨
で
開
催

　
㈱
No.
（
ナ
ン
バ
ー
・
ド
ッ
ト

コ
ム
）
は
、
ブ
ラ
ン
ド
初
の

二
桁
モ
デ
ル
と
な
る
「
No. 

18
」

シ
リ
ー
ズ
を
３
月
５
日
に
発
売

し
た
。
同
シ
リ
ー
ズ
は
、
No.  

18
生
き
方
が
数
字
に
な
る
と
い

う
コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
誕
生
し

た
、
ネ
ッ
ク
レ
ス
（
ペ
ン
ダ
ン

ト
ト
ッ
プ
＆
チ
ェ
ー
ン
）
と
ラ

ペ
ル
ピ
ン
の
全
２
型
。
な
お
、

同
シ
リ
ー
ズ
の
売
上
の
５
％
は

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
と
し
て
寄
付
す

る
。

　
人
は
そ
れ
ぞ
れ
、
大
切
な
数

字
を
持
っ
て
い
る
。
一
歩
を
踏

み
出
す
「
１
」
と
成
功
を
引
き

寄
せ
る
「
８
」
が
重
な
り
合
う

「
18
」
は
、
自
分
の
た
め
に
選

ん
だ
成
功
が
や
が
て
誰
か
の
力

へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
象
徴
。

ト
レ
ー
サ
ー
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の

確
か
な
輝
き
と
と
も
に
、
装
う

こ
と
が
未
来
へ
の
ア
ク
シ
ョ
ン

と
な
る
。

　
■
「
18
」
と
い
う
数
字
の
意

味　「
１
」
は
意
志
を
も
っ
て
踏

み
出
す
一
歩
、「
８
」

は
豊
か
さ
や
成
功
を

現
実
へ
と
引
き
寄
せ

る
象
徴
。
重
な
り
合

う
「
18
」
は
、
自
分

の
た
め
の
成
功
が
、

や
が
て
誰
か
の
力
へ

と
成
熟
し
て
い
く
そ

ん
な
生
き
方
を
映
し

出
す
数
字
。

　
■Tracr

（
ト
レ

ー
サ
ー
）
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド

　「
18
」
を
象
徴
す

る
ラ
ペ
ル
ピ
ン
に

は
、
一
粒
のTracr

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
を
使

用
し
て
い
る
。
採
掘

地
か
ら
流
通
ま
で
の

履
歴
が
記
録
さ
れ

た
、
透
明
性
の
あ
る
宝
石
。
た

だ
美
し
い
だ
け
で
は
な
い
。 

ど
こ
で
生
ま
れ
、
ど
ん
な
道
を

辿
っ
た
の
か
。
そ
の
背
景
ま
で

を
知
る
こ
と
が
、
価
値
あ
る
選

択
に
な
る
。
装
う
こ
と
は
、
意

思
表
示
に
も
な
る
。

「１８」は自分の成功がやがて誰かの力に

ネ
ッ
ク
レ
ス
と
ラ
ベ
ル

ピ
ン
の
全
２
型
を
展
開

ブ
ラ
ン
ド
初
の
２
ケ
タ
モ
デ
ル
「
18
」

ナ
ン
バ
ー
・
ド
ッ
ト
コ
ム
が
発
売

熱
気
に
あ
ふ
れ
て
い
た

昨
年
の
Ｙ
Ｊ
Ｆ
会
場
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